
① ② ③

④ ⑤ ⑥

（１）施策の目標指標、KPI

（２）重点施策に関する検証

検
証
内
容

41.7 概ね順調 41.7％

③現状と課題、方向性、数値目
標・ＫＰＩ達成に向けた課題・問
題点

・少子化、核家族化により、実際の子育てを見る、体験するという経験が少なくなり、自身の子どもが初めて触れる赤ちゃ
んという保護者が増えている。また、育児の親世代も就労しており、育児の協力者や相談相手も身近にいないまま、ネット
や雑誌により情報過多となり逆に育児不安となっている。さらに、令和元年度後期からは、コロナウイルス蔓延による妊
娠・出産への不安もあり、安心して子どもを産み育てられるよう、妊娠から乳幼児期までの継続した支援が必要となってい
る。
・婚活イベントへの参加者が、固定化しつつあり、新たな出会いを提供することが難しくなってきている。新型コロナウィル
スの蔓延防止に配慮したイベントを開催するため、イベントの内容や規模に限りがある。
・乳幼児紙おむつ購入券給付件数については、出生数減少や交付対象となる２歳未満の子どもがいる子育て世帯の転
入数が減少傾向にあることから、単純に目標値を上回る増加は厳しい状況が続いているが、引き続き、旭市の独自事業
を含めた子育て関連事業の周知啓発（広報誌、HP、SNS、子育て支援センターハニカムの事業拡大）を実施して各種制
度の利用率向上を図る。
・家庭教育学級の合同学習会は参加者の学習意欲が高いため、講師選定が重要となっている。このため、参加者の要
望を把握するためのアンケート調査の実施により、参加者ニーズの把握に努めていく必要がある。合同学習会の参加が
気軽にできるように、預かり保育の要望に応えられるようにしていきたい。
・幼稚園施設等利用給付事業は、新制度未移行幼稚園に通園している園児の保護者が対象であるが、在園児数は年々
減少している。放課後児童クラブの加入児童数は増加傾向にある。施設の確保（空き教室）や、長時間勤務可能な支援
員の不足が課題となっており、民間参入等の検討も必要となっている。児童生徒及び多子世帯は減少状況下で、給食費
無料化実施の市町村は増加傾向にあり、本市においても無料化や支援拡充の要望がある。持続可能な施策として無料
化や制度拡充には、将来にわたり恒久的な財源の確保が不可欠となる。

④ 5年度施策の方針

・出産前からの継続的な支援をしていくため、子育て世代包括支援センターで保健師、助産師による妊娠届け出時の面接や電話相談
を行い、早期から関係づくりをすることで、不安の解消につなげていく。
・婚活事業については、後継者対策協議会と協議しながら、新型コロナウィルスの蔓延防止に配慮したイベントを、可能な限り開催し、
出会いの場を提供できるよう支援を行う。また、カップリングする可能性の高い、共同作業をするイベントを積極的に実施していく。引き
続き、市内事業所等への周知や声掛けを行い、新たな参加者を募り、新たな出会いの場を提供することによって、婚姻数の増加へとつ
なげていく。
・第２期旭市子ども・子育て支援事業計画に基づき、引き続き、子ども子育て世帯の経済的支援を実施していく。また、新型コロナ感染
症の感染状況に配慮して、子どもを育てるために必要な情報やサービス、そして子育て支援センターなどでの育児相談やおひさまテラ
スへの出張ハニカムなど、親子交流の機会の提供など充実に努める。
・家庭教育学級については、親の役割や家庭での教育などの情報提供、保護者同士の交流の場として、引き続き運営を支援していく。
参加を促すための魅力ある講師の発掘に努めていく。
・幼稚園施設等利用給付事業は、保護者の経済負担の軽減を目的とした代理受領方式（施設が給付費を直接受領）を継続して実施し
ていく。放課後児童クラブは、利用者の需要動向に注視しながらも運営業務の民間委託を検討していく。第３子以降学校給食費の無料
化は子育て支援策として、児童生徒の保護者の経済的負担軽減を図るため、本年度と同様に継続して実施する。

％

数値
目標

ＫＰＩ

② （１）数値目標・ＫＰＩの
実績値と（２）－①の状況
の理由等

【達成状況　合計特殊出生率：Ｃ　出生数：Ｃ】合計特殊出生率は、令和元年度から少し上昇した。出生数は、平
成30年396人、令和元年393人、2年402人、3年367人と減少傾向にあり、15歳～49歳の出産可能年齢の女性人口が平
成30年から令和2年までに475名減少している。

KPI 6【達成状況：Ｄ】婚活イベントについては、新型コロナウィルス感染症の拡大に配慮したイベント内容とすること
で、R2年度よりも開催数を増やすことができ多くのイベントを開催(R2年度2回、R3年度4回)することができ、会員の結婚数
も増加した。
KPI 7【達成状況：Ｃ】事業の進捗状況は順調であるが、前年より減少している。理由としては、出生数減少及び交付
対象となる２歳未満の子どもがいる子育て世帯の転入数の減少が考えられる。
KPI 8【達成状況：Ｄ】新型コロナウイルスの感染症の状況により、第１回目の合同学習会（5月15日）はリモートによる
講師の講演となった。第２回目（11月12日）は感染防止に心がけながら、東総文化会館大ホールで開催したが、参加者
数は減少傾向である。
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数値目標

合計特殊出生率

出生数

現状値

％

年間婚姻数（重2、施7） 12件

順調

402
（令和2年度）

4年度 5年度

488人 367
(令和3年度）

0.0① 施策の進捗状況 ％

（決算）
6年度

6年度

1.26
（令和元年度）

1.36
(令和2年度）

（決算）

1.6

目標値
（６年度）

（決算）

2年度 3年度 4年度 5年度

（決算） （決算） （決算）
2年度 3年度

（決算） （決算） （決算） （決算）

基本目標 2
結婚・出産・子育ての希望がかない、誰
もが生きがいを持てるまちづくり

関係課
市民生活課 健康づくり課 子育て支援課

教育総務課 生涯学習課

重点施策 102 子宝育成プロジェクト 主管課 担当班

重点施策マネジメントシート 令和 3 年度事後・決算

17.87%

停滞 16.7 ％ 実施困難

7

1.43

(29年度)

396人

(30年度)

2

3

0.0

8

目標値
（６年度）

7件

880件 826件 815件

49.8％

乳幼児紙おむつ購入券給付件数
（重2、施7）

家庭教育学級生(小1、中1の保護
者)の合同学習会(2回)の参加率

15.01%

857件

(30年度)

46.0％

(30年度)

4件

推進委員会からの意見（要旨）

①乳幼児紙おむつ購入券制度は、とても良いと思う。これを市内だけでなく、市外の方へも周知してほしい。移住者へのPRにもなる。
②今後、小学校の統合などあると思うが、小さい子どもだけでなく、小学生を対象とした支援策を検討してほしい。例えば神栖市ではランドセルの支給を行っている。
③人口が減っていく中で、旧干潟地域では３つの小学校が一緒になると聞いている。提案になるが、小学校・中学校一貫の学校を検討してはどうか。兄弟で登校でき、バス通学
になると思うが安心して通わせることができる。
④今は結婚についての意思が無い人が多くなっていますので、そこをどう変えていくかが大事だと思う。
⑤今はマッチングアプリで知り合う方が多い。若い人達の中で共通の趣味を持った人どうしが知り合えるように、こういったアプリを活用しても良いと思う。市内だけに限らず広域
に展開していけるのではないか。
⑥若い人達が少なくなっている中で、結婚して旭市に住んでもらえるような施策を進めていくことで、結婚から子育てまで住みやすい街になっていくのではないか。
⑦婚活イベントで、男性は結婚への意識がある中で、女性の参加者が少ないというのは切実な問題である。行政として何ができるか、例えば、男性に対して上手くいくように、市
がアドバイザーを雇用するといったところまで考えても良いのでは。
⑧昔は若い農家のクラブで、出会いの場を開催していた。参加人数を増やすために、イチゴ狩りや花見、芋掘りなど楽しく行っていた。イベントの中では、既婚者が入って、話の
きっかけをつくっていたこともありました。そういったクラブに補助金などは現在はあるか。
⑨おひさまテラスで、小学生以下まで遊べるエリアは、小学生と一緒だと小さい子が危ないと感じる。条件を小学生未満にした方が良い。また、小学生が体を動かせる場所を、旧
干潟地域に造ってもらえれば、地域の活性化にも繋がると思う。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

①市の行っている子育て支援策は、乳幼児紙おむつ購入券以外も含め市ホームページで紹介していますが、移住を考えている方へ配布している移住ガイド「あったか旭」など、
市外の方へもPRできるよう工夫して進めていきます。
②子育て世帯への経済的支援として、給食費の第３子無料化や高校３年生までの医療費助成などを実施しています。さらなる支援策については、今後の検討課題とさせていた
だくとともに、今後も、市民ニーズの把握に努めていきます。
③学校再編基本方針では、小中一貫校については今後の検討事項の一つとしていますが、本方針は現時点での最大の課題である児童生徒数の減少や、学校運営の不均衡
について解決することを最優先とした内容となっています。今後、保護者アンケートや地域検討会議、代表者会議など、地域の方の意見をお聞きしながら進めていきます。
④旭市出会いコンシェルジュとしましても、結婚の良さを周知していくことは重要であると考えています。近年、社会の多様化に伴い、結婚についての考え方も多様化しているこ
とかと思います。「旭市出会いの場創出事業」や、自然な出会いから結婚につなげる「ストップ少子化大作戦」など、様々な角度から取り組んでいきます。
⑤共通の趣味を持った人どうしのイベントは市でも開催し好評をいただいています。マッチングアプリなどを利用し、広域に行う利点は多くあると考えられますので、他自治体の
取り組みなど参考にしながら研究していきます。
⑥市の最重要課題である少子化問題を解決するため、令和２年度に少子化対策プロジェクトチームを設置し、組織横断的な取組を検討しました。プロジェクトチームの提案を踏
まえ、従来の少子化対策事業に加え、令和４年度からは様々な事業を一体的・効果的にパッケージで推進し、結婚から定住までの切れ目のない支援事業を展開していきます。
⑦これまでも婚活のイベント会場において、出会いコンシェルジュ委員の方が参加者へのアドバイスを行っているところです。また、講師を招いて婚活セミナーなども実施してい
ます。令和４年度は、イベント内容を女性に人気のあるものとするなど工夫した結果、女性の応募率が大幅に向上しました。今後も、多くの女性から応募いただけるよう、研究して
いきます。
⑧婚活イベントでも、いちご狩りなど体験型のイベントを開催し好評をいただいています。また、イベント会場ではコンシェルジュが話のきっかけをつくるなどサポートに回っていま
す。補助金については、旭市後継者対策協議会へ「旭市出会いの場創出事業補助金」を交付していますが、その他の団体へは交付していません。
⑨おひさまテラスのプレイングパブリックは、なるべく多くの子ども達が遊び交流できる場所であってほしいと考えています。小さい子が周囲にいる場合は気を配っていただきなが
ら安全に遊んでいただければと思います。年齢条件の変更については今後の検討とさせていただきます。また、小学生が体を動かせる新しい施設の建設については、今後の市
政運営の参考とさせていただきます。

達成状況の評価
S 目標値を達成（見込み）

A 現状値より上昇（10%以上）

B 現状値より上昇（10%未満）

C 現状値と同水準（同値～△10％未満）

D 現状値より下落（△10％以上）

― 評価不能（KPIの実績値が無い状態）



（４）重点施策関連事業
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成果
指標

事業費
千円

223,057 193,084

一般財源

人

1,791 1,128

2,697

1,344

25,500

0

2,314

％

 第２子出産に係る経済的負担軽減額（出産祝金額）

事業参加延人数

1,235

千円

200

25,500

千円
一般財源

成果
指標

事業費

614

1,128

100

135

468

治療費負担軽減率（助成金額／自己負担総額）　 29.1 28.2

2,930

千円

事業費
千円

0 4,351

96.4

家庭教育活動費
事業費

千円
1,894 1,344

千円

26,102

成果
指標

紙おむつ購入券の利用枚数 枚 39,371

放課後児童クラブ加入児童数（月平均） 人数 720

 子ども一人あたり医療費負担軽減額（高校生等） 円 9,409

15000
乳幼児紙おむつ給付
事業

事業費
千円

30,159

第３子以降学校給食
費の無料化

事業費

30,159

千円

成果
指標

2,930

127,124

千円

7,142

2,314

51

100

28,321

28,321

37,686

1,791

2,314

12,765

成果
指標

児童・生徒１人当たり家庭教育学級参加回数（延べ参加者数／〔小学校１年生児童数＋中学校１年生生徒数〕） 回 3 1
相談によって悩みや不安が解消された相談者の割合 ％ 100.0 100.0

（決算） （決算）

○

14800
子ども医療費助成事
業

成果
指標

 子ども一人あたり医療費負担軽減額（中学３年生まで） 22,669

主な
事業 事務事業 単位

1年度
備考欄

6年度

（決算）

5年度

（決算）

1

3

0 235,269
一般財源 0 136,869

１人あたりの軽減額（平均） 円 45,909
2

一般財源 153,849 136,137

円

成果
指標

622

10,447

30,237

○

14900 出産祝金支給事業
事業費

千円

○

一般財源

一般財源 19,262

一般財源 30,750

成果
指標

第３子出産に係る経済的負担軽減額（出産祝金額） 千円 200

15700
放課後児童クラブ運
営事業

事業費 99,828

○

30,750

○

19330
特定不妊治療費助成
事業

事業費
千円

4,016

7

8

一般財源 14

成果
指標

親と子どもの絆プロジェクト事業を活用して行われた事業数 件 55

6
一般財源 4,016

成果
指標

一般財源 1,894

○

15920
親と子どもの絆プロ
ジェクト事業

事業費
千円

○

39720①

9

10

一般財源

成果
指標

育児の仲間づくり支援事業延べ参加者数（両親学級、子育て学級、離乳食教室、親子遊び教室、赤ちゃんふれあい体験、育児サークル参加者数） 人

一般財源

11

○

19060 子育て世代包括支援事業
事業費

千円

成果
指標

 「この地域で、今後も子育てをしていきたいと思う」人の割合（乳児健診時「そう思う」「どちらかといえばそう思う」人の割合） ％

○

19200 育児支援事業
事業費

事業費
千円

45

成果
指標

イベント（講演会を除く）に参加した人数 人 168 20

会員で結婚報告があった数 人 4

1,500

○

4500 出会いの場創出事業

12

4

一般財源 135 45

成果
指標

  対象多子世帯１件当たり補助金交付額(決算／交付件数）但し、本事業はR元.10～に開始した為1年度実績は6か月となる。よって比較する為に（決算/交付件数）×2とした。 円 54,000 45,000

一般財源 0 0

○

15260
幼稚園施設等利用給
付事業

事業費
千円

13

14

一般財源

成果
指標

一般財源

事業費

15

16

一般財源

成果
指標

事業費
千円

17

18

事業費
千円

事業費
千円

一般財源

成果
指標

213,677

148,999

（決算） （決算）

3年度 4年度2年度

重
点
施
策
に
関
連
す
る
事
業

Ｎｏ．

○

1793

4

成果
指標

5

25,892

11,859

247,306

126,941

46,065

144,898

50,086

693

28,858

28,858

37,868

27,000

27,000

200

100

4,380

4,380

36.3

2,214

2,214

45

6,529

1,627

1,627

2

100.0

1,353

1,353

690

6,732

1,310

96.6

204

204

40,800

979

0

48

7


